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全ヒルベルト空間中のランダム状態   による有限温度計算法[1, 2]では物理量Aのカノ

ニカル集団平均を                     のように、ラン

ダム状態 Φ による期待値の統計平均   として計算する。 
 この計算法はランダム位相積状態を使って一般変分関数に拡張されたが[3]、全ヒルベル

ト空間の場合に比べて統計的収束性が著しく低いため多数のランダム初期状態について

平均する必要があった[4-6]。 
 本講演では、一般変分関数においても高い収束性を示す普遍ランダム状態を紹介する。

図に 3×3 正方格子上の反強磁性ハイゼンベルクモデルのエネルギーを４本の初期状態

（左図：ランダム位相積状態、右図：普遍ランダム位相状態）および RBM 変分波動関数

を使って計算した結果を示す。 
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